
各種訓練・行事
師団職種博２０２０
師団第２回部隊相談員集合訓練
師団第１回施設技術訓練
特科隊戦技競技会
飛行隊第２次訓練
特殊武器防護隊第１次練成訓練

表紙写真：師団職種博２０２０

結索体験（第３６普通科連隊）

スウィートライフ
師団戦士
我が部隊の新戦力
私の思い出の一品

第３師団隊員紹介コーナー

職場の豆知識

みんなの架け橋
自衛隊京都地方協力本部

夏だ、カレーだ



車両用エアジャッキ操作体験
（第３６普通科連隊）

１ ３ 師 団 だ よ り 第１３２号 ２０２０年（令和２年） ７月

師
団
（
師
団
長

梶
原
陸
将
）
は
、
令
和
２
年
７
月
23

日
（
木
）
及
び
24

日

（
金
）
の
２
日
間
を
募
集
広
報
の
日
と
し
て
、
千
僧
駐
屯
地
（
兵
庫
県
伊
丹
市
）
に

お
い
て
「
第
３
師
団
職
種
博
２
０
２
０
」
を
実
施
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
近
畿
２
府
４
県
に
所
在
す
る
各
自
衛
隊
地
方
協
力
本
部

と
連
携
し
て
実
施
し
た
も
の
で
、
こ
れ
か
ら
社
会
へ
羽
ば
た
く
若
者
に
向
け
て
、

職
業
と
し
て
の
陸
上
自
衛
隊
を
幅
広
く
紹
介
す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
た
。

職
種
博
２
０
２
０
は
、
陸
上
自
衛
隊
全
16

コ
職
種
の
説
明
ブ
ー
ス
を
開
設
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
職
種
の
装
備
品
や
活
動
内
容
等
に
つ
い
て
説
明
を
行
う
と
と
も
に
、

野
外
炊
事
車
に
よ
り
隊
員
が
調
理
し
た
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
の
体
験
喫
食
を
実
施
し

た
。参

加
者
は
、
各
自
衛
隊
地
方
協
力
本
部
を
通
じ
て
申
し
込
ん
だ
高
校
生
か
ら

32

歳
ま
で
の
募
集
対
象
者
及
び
そ
の
保
護
者
等
で
あ
り
、
２
日
間
で
約
２
５
０

名
が
参
加
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
隊
員
の
皆
さ
ん
は
、
と
て
も
気
さ
く
で
優

し
く
、
入
隊
し
た
い
と
い
う
思
い
が
強
ま
り
ま
し
た
。
」
「
あ
ま
り
自
衛
隊
に

興
味
は
な
か
っ
た
が
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
、
と
て
も
興
味
を
持
ち
ま
し

た

。
」
等
、
好
評
の
声
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
所
望
の
成
果
を
得
て
２

日
間
に
わ
た
る
イ
ベ
ン
ト
を
終
了
し
た
。

新型コロナウイルス感染防止に留意した説明

隊員が調理したカレーライスの体験喫食

偵察用オートバイ乗車体験
（第３偵察隊）

９３式近距離地対空誘導弾及び８１式短距離地
対空誘導弾の操作の展示（第３高射特科大隊）

１５５㎜りゅう弾砲擬製弾の重量体験
（第３特科隊）

１６式機動戦闘車の展示
（第１４旅団第１５即応機動連隊）

７４式戦車による模擬射撃訓練の展示
（第３戦車大隊）



２ ３ 師 団 だ よ り 第１３２号 ２０２０年（令和２年） ７月

施設機材操作要領の展示
（第３施設大隊）

野外通信システムの紹介
（第３通信大隊）

不発弾処理等の説明
（第３後方支援連隊）

野外入浴用セットによる足湯体験
（第３後方支援連隊）

各種運転免許取得等の説明
（第３後方支援連隊）

化学防護衣４型の説明
（第３特殊武器防護隊）

鑑識体験（指紋の採取）
（中部方面警務隊）

会計業務体験（１億円の重さ）
（中部方面会計隊）

胸骨圧迫（心臓マッサージ）体験
（第３後方支援連隊）

サックスによるアンサンブル
（第３音楽隊）

無人偵察機の展示
（中部方面情報隊）

多用途ヘリコプター（ＵＨ－１）の説明
（第３飛行隊）



３ ３ 師 団 だ よ り 第１３２号 ２０２０年（令和２年） ７月

師
団
は
、
第
３
施
設
大
隊
（
大

隊
長

工
藤
２
佐
）
を
訓
練
担
任

部
隊
と
し
て
、
令
和
２
年
６
月
29

日
（
月
）
か
ら
７
月
３
日
（
金
）

ま
で
の
間
、
信
太
山
演
習
場
（
大

阪
府
）
及
び
紀
の
川
（
和
歌
山
県
）

に
お
い
て
、
令
和
２
年
度
第
１
回

施
設
技
術
訓
練
（
渡
河
）
を
実
施

し
た
。

本
訓
練
は
、
渡
河
ボ
ー
ト
及
び
偵

察
ボ
ー
ト
を
保
有
す
る
各
部
隊
の
特

技
者
等
に
対
し
、
師
団
の
任
務
遂
行

に
必
要
な
渡
河
技
術
の
練
度
向
上
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
た
。

訓
練
で
は
、
漕
航
・
機
航
に
お
け

る
基
本
的
な
操
作
要
領
・
安
全
管
理

等
の
教
育
、
渡
河
ボ
ー
ト
を
使
用
し

た
救
助
要
領
の
訓
練
、
競
技
会
方
式

で
の
漕
航
訓
練
等
を
行
い
、
そ
れ
ぞ

れ
の
技
能
を
磨
い
た
。

師
団
は
、
師
団
司
令
部
第
１
部
長

菊
池
２
佐
を
訓
練
担
任
官
と
し
て
、
令

和
２
年
７
月
８
日
（
水
）
か
ら
10
日

（
金
）
の
間
、
千
僧
駐
屯
地
に
お
い
て
、

第
２
回
部
隊
相
談
員
集
合
訓
練
を
実

施
し
た
。

本
訓
練
は
、
各
部
隊
に
お
い
て
隊
員

か
ら
様
々
な
相
談
を
受
け
る
役
割
を
担

う
部
隊
相
談
員
に
対
し
て
、
ス
ト
レ
ス

対
処
、
相
談
対
応
要
領
等
の
識
能
の
向

上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ

た
。集

合
訓
練
で
は
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

施
策
、
傾
聴
技
法
、
相
談
対
応
、
ス
ト

レ
ス
対
処
技
法
等
の
教
育
・
実
習
が
行

わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
練
度
を
向
上
さ
せ

た
。参

加
隊
員
は
、
「
普
段
か
ら
の
声
掛

け
や
相
手
の
話
に
対
す
る
相
づ
ち
・
う

な
ず
き
の
重
要
性
を
認
識
で
き
た
。
部

隊
に
戻
っ
た
ら
、
隊
員
の
相
談
対
応
に

役
立
て
た
い
。
」
等
、
所
見
を
述
べ
た
。

第
３
特
殊
武
器
防
護

隊
（
隊
長

泉
２
佐
）

は
、
令
和
２
年
７
月
６

日
（
月
）
か
ら
10

日

（
金
）
ま
で
の
間
、
青

野
ヶ
原
演
習
場
（
兵
庫

県
）
に
お
い
て
、
第
１

次
隊
練
成
訓
練
を
実
施

し
た
。

本
訓
練
で
は
、
基
礎

と
な
る
部
隊
以
下
の
練

度
を
向
上
さ
せ
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
第
１

次
小
隊
訓
練
検
閲
で
不

十
分
で
あ
っ
た
事
項
を

練
成
し
た
。
特
に
、
偽

装
、
警
戒
・
自
衛
戦
闘

及
び
汚
染
地
域
の
偵

察
・
除
染
の
各
行
動
の

是
正
を
重
視
し
て
練
成

し
、
所
望
の
成
果
を
収

め
た
。

主要幹線道路の除染 訓練開始前の隊容検査

第
３
特
科
隊
（
隊
長

高

倉
１
佐
）
は
、
令
和
２
年
６

月
21
日
（
日
）
か
ら
24
日

（
水
）
ま
で
の
間
、
あ
い
ば

野
演
習
場
（
滋
賀
県
）
に
お

い
て
、
令
和
２
年
度
戦
技
競

技
会
（
通
信
・
測
量
・
砲
班
）

を
実
施
し
た
。

本
競
技
会
は
、
真
に
戦
え

る
特
科
部
隊
の
隊
員
及
び

班
・
組
と
し
て
の
技
能
の
向

上
を
促
す
と
と
も
に
、
中

隊
・
隊
員
の
士
気
の
高
揚
及

び
団
結
の
強
化
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
た
。

競
技
会
は
、
練
成
の
成
果

を
遺
憾
な
く
発
揮
し
た
第
４

中
隊
が
通
信
・
測
量
の
２
部

門
に
お
い
て
、
ま
た
、
第
２

中
隊
第
２
砲
班
が
砲
班
の
部

に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
優
勝

の
栄
冠
に
輝
き
、
所
期
の
目

的
を
達
成
し
て
終
了
し
た
。

砲班の部（１５５㎜榴弾砲による射撃）

通信の部（有線構成）

測量の部（セオドライトによる測量）

傾聴技法に取り組む参加隊員紀の川での渡河訓練

第
３
飛
行
隊
（
隊
長

深
田

２
佐
）
は
、
令
和
２
年
７
月
６

日
（
月
）
か
ら
８
日
（
水
）
ま

で
の
間
、
八
尾
駐
屯
地(

大
阪

府
八
尾
市)

、
信
太
山
演
習
場

（
大
阪
府
）
、
海
上
自
衛
隊

舞
鶴
教
育
隊
（
京
都
府
舞
鶴

市
）
等
に
お
い
て
、
第
２
次

飛
行
隊
訓
練
を
実
施
し
た
。

本
訓
練
は
、
隊
の
事
態
対

処
能
力
の
向
上
を
目
的
と
し

て
行
わ
れ
た
。

訓
練
は
、
隊
本
部
の
訓
練

検
閲
も
併
せ
て
行
わ
れ
、
沿

岸
監
視
支
援
班
の
派
遣
か
ら

主
力
の
展
開
地
推
進
準
備
の

場
面
に
お
い
て
、
隊
本
部
の

指
揮
・
幕
僚
活
動
及
び
夜
間

に
お
け
る
戦
場
救
護
（
ホ
イ

ス
ト
）
等
に
つ
い
て
練
度
向

上
を
図
っ
た
。

戦場救護
（ホイスト）



４ ３ 師 団 だ よ り 第１３２号 ２０２０年（令和２年） ７月

第３高射特科大隊高射中隊

３等陸曹 荒倉 貴弘

第３特殊武器防護隊第２小隊

陸士長 小林 嵩明

今
回
は
、
第
３
特
殊
武
器
防
護
隊
第
２
小
隊
に

所
属
す
る
小
林

嵩
明
（
こ
ば
や
し

た
か
あ
き
）

士
長
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
す
。

Ｑ

出
身
地
、
入
隊
年
度
は
。

Ａ

香
川
県
出
身
、
平
成
31
年
度
入
隊
で
す
。

Ｑ

入
隊
の
動
機
は
。

Ａ

人
の
た
め
に
な
る
仕
事
を
希
望
し
、
入
隊
し

ま
し
た
。

Ｑ

新
隊
員
教
育
の
区
隊
・
班
は
。

Ａ

１
１
０
教
育
大
隊
３
３
３
中
隊
1
区
隊
１
班

で
す
。

Ｑ

新
隊
員
教
育
で
の
思
い
出
は
。

Ａ

大
津
駐
屯
地
か
ら
滋
賀
里
訓
練
場
ま
で
約
２

㎞
を
ハ
イ
ポ
ー
ト
で
移
動
し
た
こ
と
で
す
。

Ｑ

現
職
務
の
や
り
が
い
は
。

Ａ

敵
の
特
殊
武
器
攻
撃
等
で
汚
染
さ
れ
た
地
域

や
部
隊
を
除
染
す
る
こ
と
に
や
り
が
い
を
感
じ

ま
す
。

Ｑ

現
職
務
で
苦
労
し
て
い
る
こ
と
は
。

Ａ

真
夏
に
お
け
る
化
学
防
護
衣
を
着
用
し
て
の

訓
練
は
大
変
暑
く
苦
労
し
て
い
ま
す
。
熱
中
症

に
気
を
付
け
、
日
々
訓
練
に
励
ん
で
い
ま
す
。

Ｑ

尊
敬
（
目
指
し
て
い
る
）
先
輩
は
。

Ａ

同
じ
小
隊
に
勤
務
し
て
い
る
内
田
士
長
で
す
。

Ｑ

営
内
で
の
生
活
は
ど
う
で
す
か
。

Ａ

皆
さ
ん
優
し
く
て
、
と
て
も
楽
し
い
毎
日
を

過
ご
し
て
い
ま
す
。

Ｑ

今
後
の
目
標
を
教
え
て
下
さ
い
。

Ａ

一
選
抜
で
陸
曹
候
補
生
試
験
に
受
か
る
こ
と

で
す
。

Ｑ

最
後
に
一
言

Ａ

も
っ
と
部
隊
の
戦
力
に
な
れ
る
よ
う
に
頑
張

っ
て
い
き
ま
す
。

今
回
は
、
第
７
普
通
科
連
隊
重
迫
撃
砲
中
隊
で
勤
務

す
る
今
井

康
貴(

い
ま
い

こ
う
き)

３
曹
・
明
日

香
（
あ
す
か
）
さ
ん
ご
夫
婦
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
す
。

Ｑ

出
会
い
は
。

Ａ

夫

同
じ
中
隊
の
後
輩
で
す
。

妻

同
じ
中
隊
の
先
輩
で
す
。

Ｑ

お
互
い
の
第
１
印
象
は
。

Ａ

夫

サ
ザ
エ
さ
ん
の
タ
ラ
ち
ゃ
ん
み
た
い
な
髪
型

で
ク
ー
ル
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

妻

恥
ず
か
し
が
り
屋
（
初
め
は
緊
張
し
て
か
、

全
然
目
を
見
て
く
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
）

Ｑ

お
互
い
の
好
き
な
と
こ
ろ
は
。

Ａ

夫

献
身
的
に
尽
く
し
て
く
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

妻

考
え
方
が
似
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

Ｑ

お
二
人
の
思
い
出
は
。

Ａ

夫

富
士
訓
練
セ
ン
タ
ー
で
の
２
ヶ
月
の
教
育
期

間
中
に
会
い
に
き
て
く
れ
た
こ
と
で
す
。

妻

息
子
が
生
ま
れ
た
こ
と
で
す
。

Ｑ

プ
ロ
ポ
ー
ズ
の
言
葉
は
。

Ａ

夫

結
婚
し
て
く
だ
さ
い
。

妻

は
い

Ｑ

新
婚
生
活
の
感
想
は
。

Ａ

夫

大
好
き
な
妻
と
一
緒
に
過
ご
せ
て
幸
せ
で
す
。

妻

毎
日
が
と
っ
て
も
楽
し
い
で
す
。

Ｑ

お
子
様
が
生
ま
れ
た
時
の
お
気
持
ち
は
。

Ａ

夫

感
激
し
ま
し
た
。
よ
り
職
務
に
精
励
し
、
家

族
を
守
る
決
意
を
し
ま
し
た
。

妻

よ
う
や
く
会
え
て
感
動
し
ま
し
た
。

Ｑ

お
互
い
に
一
言
お
願
い
し
ま
す

Ａ

夫

こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
よ
ろ
し
く

妻

お
願
い
し
ま
す
。

今
回
は
、
第
３
高
射
特
科
大
隊
高
射
中
隊
に

所
属
す
る
荒
倉

貴
弘
（
あ
ら
く
ら

た
か
ひ

ろ
）
３
曹
を
紹
介
し
ま
す
。
荒
倉
３
曹
は
、
平

成
31
年
１
月
、
３
等
陸
曹
へ
昇
任
し
、
令
和
元

年
12
月
、
高
校
時
代
か
ら
７
年
間
付
き
合
っ
て

い
た
女
性
と
結
婚
、
幸
せ
一
杯
な
隊
員
で
す
。

Ｑ

陸
曹
教
育
隊
、
入
校
年
度
は
。

Ａ

第
１
３
３
期
、
平
成
30
年
７
月
入
校
で
す
。

Ｑ

合
格
通
知
を
受
け
た
時
の
心
境
は
。

Ａ

本
当
の
意
味
で
の
自
衛
隊
人
生
の
始
ま
り

と
い
う
期
待
と
不
安
を
感
じ
ま
し
た
。

Ｑ

印
象
に
残
っ
て
い
る
訓
練
は
。

Ａ

総
合
訓
練
で
す
。
今
ま
で
教
わ
っ
て
き
た

こ
と
の
集
大
成
で
あ
り
、
準
備
の
段
階
か
ら

気
合
十
分
だ
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

Ｑ

特
に
学
ん
だ
こ
と
は
。

Ａ

指
揮
の
要
訣
（
よ
う
け
つ
）
の
重
要
性
で
す
。

Ｑ

陸
曹
に
な
っ
て
の
勤
務
は
ど
う
で
す
か
。

Ａ

各
種
訓
練
、
係
業
務
等
陸
曹
と
し
て
の
立

場
で
勤
務
す
る
中
で
、
日
々
新
し
い
経
験
の

の
連
続
で
刺
激
的
な
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ

陸
曹
を
目
指
す
後
輩
隊
員
に
一
言

Ａ

心
と
身
体
に
気
を
付
け
、
自
分
に
厳
し
く

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ

新
婚
生
活
に
つ
い
て

Ａ

公
私
と
も
に
充
実
し
て
い
ま
す
。
妻
の
手

料
理
を
毎
日
食
べ
ら
れ
て
幸
せ
で
す
。

Ｑ

最
後
に
一
言

日
頃
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
上
司
、

同
僚
、
後
輩
等
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
大
切

に
し
て
、
日
々
の
訓
練
を
頑
張
り
ま
す
。

第７普通科連隊重迫撃砲中隊

３等陸曹 今井 康貴
元陸士長 明日香 さん

今回は、第７普通科連隊重迫撃砲中隊の須藤 孝寛（すどう たかひろ）３等陸曹から思
い出の一品を紹介してもらいます。

私の思い出の一品は「平成３０年７月豪雨」災害派遣期間に食べていた「おばあちゃん
の梅干し」です。この梅干しは、私の祖母の自作で、派遣活動時の健康を気遣い持たせて
くれました。祖母が作るこの梅干しは、塩と紫蘇だけを使い長年の感覚を頼りに作るとい
ういたってシンプルなものですが、梅本来の味を生かし、パンチの効いた塩っ辛さが絶妙
にマッチしていて絶品です。
派遣期間中は自分だけではなく、中隊の同僚や先輩、派遣当時の連隊長にも食べていた

だきました。熱中症や体調不良になることもなく、任務を無事に全うすることができたの
は、この梅干しパワーのおかげだと思っています。祖母の家に行った際は、大好きな梅干
しをいつもお土産に貰って帰ります。
これから訓練最盛期に入り暑い日が続きますが、「おばあちゃんの梅干し」を食べて厳

しい訓練を頑張ります。

第７普通科連隊重迫撃砲中隊
３等陸曹 須藤 孝寛



京
都
地
方
協
力
本
部
で
は
、
感
染
防
止
対
策
に
注
意
し
な
が
ら
募
集
活

動
を
実
施
中
で
す
。
来
年
４
月
の
入
隊
者
の
他
、
９
月
、
11
月
入
隊
も
募

集
し
て
い
ま
す
。
（
陸
・
海
・
空
の
入
隊
時
期
や
男
女
別
は
地
本
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
又
は
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
）
防
衛
大
・
防
衛
医
科
大

等
も
募
集
中
で
す
。

お
近
く
に
自
衛
隊
に
興
味
の
あ
る
方
、
進
路
に
迷
っ
て
い
る
方
等
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
ご
連
絡
下
さ
い
。
個
性
溢
れ
る
広
報
官
が
入
隊

ま
で
し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

府
県
を
ま
た
い
だ
観
光
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
是
非
、
京
都
観
光
に

「
お
こ
し
や
す
」

第
３
師
団
の
皆
さ
ん
、
自
衛
隊
京
都
地
方
協
力
本
部
で
す
。

京
都
地
方
協
力
本
部
に
は
、
第
７
普
通
科
連
隊
、
第
３
施
設
大
隊
、
第
３

特
科
隊
等
、
第
３
師
団
出
身
の
隊
員
が
多
く
勤
務
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
広
報
官
と
し
て
、
募
集
の
第
一
線
で
任
務
を
遂
行
す
る
第
３
師
団

出
身
の
二
人
を
紹
介
し
ま
す
。

近
畿
２
府
４
県
に

所
在
す
る
各
自
衛

隊
地
方
協
力
本
部

か
ら
の
情
報
発
信

コ
ー
ナ
ー

【お問い合わせ】 京都地方協力本部広報室 内線８－７２３－５２１

【Ｈ Ｐ】

京都地方協力本部京
都
地
本
か
ら
の
お
願
い

【Twitter】 【Facebook】 【Instagram】

山本直史 １等陸曹（河原町募集案内所）広報官歴７年目

高橋良輔 陸曹長（京都募集案内所）広報官歴３年目

イラストは、

自衛隊京都地方協力本部長 亀井１佐

第７普通科連隊広報室 小柴３曹作成

５ ３ 師 団 だ よ り 第１３２号 ２０２０年（令和２年） ７月

マメ

今
年
も
「
夏
と
い
え
ば
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
を
よ
く
耳
に

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
答
え
は
人
そ
れ
ぞ
れ
だ
と

思
い
ま
す
が
、
み
な
さ
ん
は
こ
の
問
い
掛
け
に
ど
の
よ
う
な

言
葉
を
続
け
ま
す
か
。
私
は
、
数
あ
る
中
で
も
「
カ
レ
ー
」

と
答
え
ま
す
。
Ｃ
Ｍ
の
影
響
も
あ
っ
て
か
特
に
違
和
感
な
く

響
き
ま
す
が
、
よ
く
よ
く
考
え
る
と
、
暑
い
夏
に
熱
い
カ
レ

ー
と
い
う
組
み
合
わ
せ
に
矛
盾
を
感
じ
る
方
も
い
る
の
で
は

と
思
い
ま
す
。
今
回
は
そ
ん
な
カ
レ
ー
を
、
改
め
て
調
べ
て

み
ま
し
た
。

カ
レ
ー
は
明
治
時
代
の
文
明
開
化
と
と
も
に
イ
ギ
リ
ス
か

ら
伝
来
し
た
と
言
わ
れ
、
国
内
に
お
い
て
独
自
の
進
化
を
遂

げ
て
、
今
で
は
国
民
食
と
し
て
の
安
定
し
た
地
位
を
築
き
上

げ
て
い
ま
す
。
そ
の
ル
ー
ツ
を
さ
ら
に
遡
る
と
、
ご
存
じ
の

通
り
イ
ン
ド
に
辿
り
着
き
ま
す
。

一
口
に
カ
レ
ー
と
言
っ
て
も
、
そ
の
中
身
は
、
何
十
種
類

も
の
ス
パ
イ
ス
の
配
合
に
よ
っ
て
複
雑
に
構
成
さ
れ
て
お
り
、

イ
ン
ド
で
は
家
庭
ご
と
に
味
が
異
な
る
そ
う
で
す
。
日
本
人

の
感
覚
で
い
う
「
お
ふ
く
ろ
の
味
」
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し

ょ
う
か
。

代
表
的
な
ス
パ
イ
ス
と
し
て
、
タ
ー
メ
リ
ッ
ク
、
コ
リ
ア

ン
ダ
ー
、
レ
ッ
ド
チ
リ
ペ
ッ
パ
ー
等
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

名
前
が
何
か
の
呪
文
の
よ
う
で
、
謎
の
香
辛
料
と
い
っ
た
イ

メ
ー
ジ
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ

れ
ら
の
ス
パ
イ
ス
名
を
馴
染
み
の
あ
る
言
葉
に
訳
す
と
、
そ

れ
ぞ
れ
、
ウ
コ
ン
、
パ
ク
チ
ー
、
赤
唐
辛
子
で
あ
り
、
な
ん

と
な
く
健
康
に
良
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
ね
。
そ
れ
ぞ
れ
健

胃
・
整
腸
・
食
欲
増
進
等
の
作
用
が
知
ら
れ
て
お
り
、
夏
バ

テ
の
予
防
に
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
「
夏
だ
、
カ
レ
ー
だ
」
と

い
わ
れ
る
所
以
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

カ
レ
ー
は
現
在
も
進
化
を
続
け
て
お
り
、
最
近
は
ス
パ
イ

ス
カ
レ
ー
な
る
も
の
が
密
か
に
ブ
ー
ム
を
呼
ん
で
い
る
そ
う

で
す
。
色
と
り
ど
り
に
ス
パ
イ
ス
が
配
さ
れ
た
、
ま
る
で
テ

ー
マ
パ
ー
ク
の
よ
う
な
一
皿
は
、
イ
ン
ド
カ
レ
ー
と
も
異
な

る
、
大
阪
発
祥
の
新
し
い
タ
イ
プ
の
カ
レ
ー
で
す
。
小
粒
な

ホ
ー
ル
ス
パ
イ
ス
（
形
を
潰
し
て
い
な
い
ス
パ
イ
ス
）
の
余

韻
が
長
く
続
き
、
ス
パ
イ
ス
が
体
に
染
み
渡
っ
て
い
る
と
い

う
実
感
が
得
ら
れ
ま
す
。
も
し
街
で
見
か
け
た
ら
、
一
度
ご

賞
味
さ
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
か
ら
夏
本
番
と
な
り
ま
す
が
、
熱
中
症
に
は
十
分
注

意
し
、
お
い
し
く
夏
を
乗
り
越
え
ま
し
ょ
う
。

「
夏

だ

、
カ

レ

ー

だ

」

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ Twitter facebook

第３師団ホーム
ページでは、過去
の３師団だよりや、
開催予定イベント
の紹介などを逐次
更新しています！
ツイッター、フェ
イスブックも更新し
ているので、是非
遊びに来てくださ
いね！

第３師団の新たなシンボルマー
クについて紹介します。
このシンボルマークは、第３師
団隷下各部隊に公募し、数多く寄
せられた作品の中から厳正な審査
を経て、第３７普通科連隊第４中
隊に所属する野村３曹のデザイン
が採用されたものです。

新シンボルマークのデザインについて、簡単に説明します。
青数字の「３」は第３師団を指すとともに、それに囲まれた緑部
分は第３師団の警備地区である近畿２府４県の地形を表しており、
上部中央に配した国旗とともに、第３師団が国を背負い、防衛・警
備を担任する近畿２府４県を守る強い意志を表現しています。
「祖国を衛り」、「郷土を護る」は、師団長（梶原陸将）が考案
したものです。 ｿｰｼｬﾙﾃﾞｨｽﾀﾝｽ

ﾏｽｸ着用


